
中学生の職場体験 

 １２月２、３日の２日間、里中学校の２年生２名が職場体験で来てくれまし

た。子どもたちも中学生も、初めは緊張した様子でしたが、すぐに慣れ、一緒

に発表会の練習をしたり給食を食べたりして、楽しい時間を過ごすことができ

ました。花の植え替えなどの作業も手伝ってもらいました。 

 

お楽しみ発表会 

 １２月１２日（金）、お楽しみ発表会が行われました。残念ながら全員参加

することはできませんでしたが、子どもたちは今までの練習の成果を十分に発

揮することができました。少し緊張した様子でし 

たが、終わった後は「楽しかった」「またやりた 

い」の言葉をたくさん聞くことができました。 

 

 

 

 

中原 まつりさん(６歳) 

１２月 ９日 

石原 こうじゅさん（４歳） 

１２月１２日 

焼き芋会 

１２月１７日（水）、焼き芋会が

行われました。自分たちで掘ったお

芋を新聞紙やアルミホイルに包んで

焼きました。ほくほくで甘いお芋に

みんな大満足でした。 

                                

 

 

 

 

 

 

子どもの成長と読書     園長 永野俊也 

 みなさんは子どもの頃の読書に、どのような記憶をお持ちでしょうか？就学前

の幼稚園生は、まだ字が読めません。ですから読み聞かせを中心とする耳から入

る読書が中心となります。それはそれで思い返してみれば、難しさがなく、わく

わくしながらイメージがどんどん先に膨らむ貴重な時間だったように思います。 

 夜寝る前に、母が絵本を読んでくれた記憶から、やがて赤盤と呼ばれるソノシ

ートプレイヤーに変わりましたが、それでも効果音つきのプレイヤーの再生を楽

しみにしていました。兄姉私３人で絵本を見ていても、兄姉に黙読をされると意

味が理解できず、声に出して読んで！とせがんだ記憶もあります。 

 里幼稚園では、それぞれのクラスの日直さんが帰りの会の前に、園長室に来て

たくさんの絵本の中から、自分が読んでもらいたい絵本を、あれがいいかな？こ

れがいいかな？ と選んで持っていきます。そして担任の先生に、読み聞かせを

してもらうと、みんなが絵本の世界に入り、ほっこりした気持ちで１日の園生活

を閉じていきます。私の時代は、絵本よりも紙芝居だった??? と思いつつも、

子どもたちは、たくさんの絵本に囲まれ、たくさんの夢を膨らませていると感じ

ます。その豊かな経験は、成長するうえで多くの栄養となるはずです。 

 これから年末年始、忙しい時期に入りますが、時にはゆっくり、親子で絵本の

扉を開いてみてはいかがでしょうか。どうかよき年

末年始をお過ごしください。 

＊現在里小学校図書室にて、私の所有する 150 年ほど前のヨーロッ

パで作られたホップアップ絵本の復刻本 10冊を期間限定で展示して

います。よろしければどうぞ親子でお立ち寄りください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊ みなさん健康に留意し、素敵な年末年始をお過ごしください。  

No8 薩摩川内市立里幼稚園 令和 7年 12月 22日 

１月の行事予定 

８日（木） ３学期始業式 

       身体計測 

１１日（日） 出初式参加 

１９日（月） お集まり会 

２０日（火） 保育参観（たこあげ） 

       集金日 

２８日（水）～３０日（金） 

       先生と語ろう週間 

３０日（金） 新入園児入園説明会 


